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～AIとビッグデータで実現する、脂肪肝の「個別化」治療～



脂肪肝は肝細胞への脂肪蓄積を特徴とし、
肝硬変・肝がんに至る進行性の疾患である

脂肪肝炎
（MASH）

脂肪肝
（MASLD）

20-30% (約2-3000万人)

1-3%/year

脂肪沈着 炎症

肝がん肝硬変

2-3% (約2-300万人) MASHのうち10-20%
（約7年で肝線維化が1段階進行）

30～35年

肝がん発症リスク

線維化

⚫ 将来、どのような方が病気が進む
のかよくかっていない

⚫ 保険承認された薬剤がない



より効率的な脂肪肝診療のために

患者ごとの病態把握

テーラーメイド医療

の確立が重要

San Z, et al. JHEP Rep. 2023

脂肪肝にもいろいろなタイプがある

肥満
生活習慣

遺伝性素因

糖尿病
脂質異常症

脂肪毒性
酸化ストレス
小胞体ストレス

免疫調節異常

腸内細菌叢変化

• 脂肪肝の病態は多様である

• 今後様々な作用機序の薬剤が
登場する可能性がある



脂肪肝は病態が多様であるとともに、アウトカムも多様である

病態に応じた個別化医療の確立が必要

遺伝性素因

食事・運動

飲酒・喫煙

高血圧・脂質異常症

肥満・糖尿病

腸内細菌叢変化

Iruzubieta P, et al. Metabolism and Target Organ Damage. 2025 一部改変

肝硬変・肝細胞癌

心血管疾患

慢性腎不全

他臓器癌

糖尿病

中枢神経障害

病態の多様性 アウトカムの多様性

脂肪肝



“次世代型プレシジョンメディシン”＝最新手法を用いた個別化医療

治療薬A

治療薬B

治療薬C

治療薬D

治療薬E

層別化 治療の個別化病態分類多様な脂肪肝患者
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フォローアップ
の個別化

（肝疾患リスク/心血管リスク）



オミクス：生体情報を網羅的に調べる方法（生体ビッグデータ）
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網羅的解析の幕開け

次世代シークエンサー

網羅的解析の普及

メタゲノム
（細菌叢）

ゲノム
（DNA）

トランスクリプトーム

(RNA)

エピゲノム

解析手法の複雑化

質量分析技術の進歩

メタボローム
リピドーム

シングルセル解析 空間トランス
クリプトーム解析

AI技術の急速な発展

プロテオミクス シングルセル空間
トランスクリプトーム解析



病理画像のAI解析とオミクス解析の統合による発癌予測

⚫ バイオマーカーによるリスク層別化
⚫ 病態解明・治療応用

網目状の線維形態を呈する症例では
将来の発癌リスクが高い

網目状線維（FibroPC4）スコア

High Low

網目状線維はなぜ発がんと関係するのか？
どのような微小環境を反映しているのか？

Fujiwara N, Nakagawa H, et al. Hepatology. 2025

（いずれも線維化ステージ2症例）

脂肪肝肝生検 94症例



シングルセル空間トランスクリプトームとの統合解析

CosMx

by NanoString空間情報を維持したまま1細胞単位での遺伝子発現情報を網羅的に解析可能



老化内皮細胞–IGFBP-7軸を介した発癌機構の同定

Fujiwara N, Nakagawa H, et al. Hepatology. 2025

• FibroPC4は発癌促進的な線維芽細胞の存在を反映し、
発癌を予測している

• 細胞老化した門脈内皮から分泌されたIGFBP-7によって、
発癌促進的な星細胞への形質転換が起きている

• 血清IGFBP-7が発癌予測マーカーとなる可能性



AIとビッグデータの統合による個別化医療への展開

DNA (ゲノム)

mRNA 
(トランスクリプトーム)

腸内細菌などの微生物
(マイクロバイオーム)

シングルセルRNA解析

代謝産物
(メタボローム)

空間トランスクリプトーム解析

統合解析

プロテオミクス

＋

多層オミクスプラットフォーム

AI解析

⚫リスク層別化
⚫個別化治療
⚫創薬研究

？

病態解明

Black box

“From AI to Bench”



国際共同研究の推進

Strathearn LS*, Hayata Y* (*Co-first), Nakagwa H, Font-Burgada J, et al. 

Nat Commun. 2025

米国Fox Chase Cancer Center

Joan Font-Burgada博士との共同研究
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